
いちごドリルプリント

火山・地震・地層 名前

問1 地震が発生したとき、はじめに届く小さなゆれ（初期微動）に続いて到着し、主要動と呼ばれる大きなゆれを引き起こす波の名称を答えなさい
。 （2018年 鹿児島県公立入試 類似）

1. 音波 2. S波 3. P波 4. 表面波

問2 ある地点の地層を調査したところ、下の層から上の層に向かって、構成する堆積物の粒径が泥から砂、そしてれきへと順に大きくなっているこ
とがわかりました。このような粒径の変化が見られる場合、その地点の堆積環境はどのように変化したと考えられますか。 （2014年 滋賀県公立入試

類似）

1. 水深が徐々に浅くなった 2. 流速が徐々に遅くなった 3. 水深が徐々に深くなった 4. 海岸からの距離が遠くなった

問3 マグマが冷えて固まってできた花こう岩などの岩石について、一般的に化石が含まれない理由として最も適切な説明はどれか。 （2026年

滋賀県公立入試 類似）

1. 海底に堆積した生物の死骸が長い
年月をかけて押し固められて形成さ
れるため。

2. マグマが非常に高温な状態で冷え
固まって形成されるため。

3. 地中の熱や圧力によって、もとも
と含まれていた化石がすべて別の物
質に変化するため。

4. 川の流れによって運ばれた砂や泥
が、酸素のない場所で固まってでき
るため。

問4 山間部において、流水のはたらきにより深い谷が形成されるプロセスを説明した次の文章の空欄にあてはまる語句の組み合わせとして正しいも
のはどれか。「岩石が気温の変化や雨風によって（ X ）することで脆くなり、そこを（ Y ）のはたらきによって削り取る（ Z
）が起こることで、地形が深く刻まれていく。」 （2018年 山口県公立入試 類似）

1. X：風化、Y：風、Z：堆積 2. X：風化、Y：流水、Z：侵食 3. X：堆積、Y：流水、Z：隆起 4. X：侵食、Y：流水、Z：風化

問5 ある地層からサンゴの化石が見つかった場合、その地層が堆積した当時はどのような環境であったと推定できますか。最も適切な説明を選びな
さい。 （2022年 徳島県公立入試 類似）

1. 水温の変化が激しい湖の底 2. 河口付近の塩分濃度が低い水域 3. 冷たくて深い海 4. あたたかくて浅い、きれいな海

問6 地層が堆積した当時の周辺環境を推定する手がかりとなる化石を何といいますか。 （2023年 群馬県公立入試 類似）

1. 示準化石 2. 生痕化石 3. 示相化石 4. 生体化石

問7 土砂が海底に堆積する際、河口からの距離によって粒の大きさが異なる理由として最も適切なものを選びなさい。 （2015年 東京都公立入試 類似）

1. 粒の大きさに関わらず、すべての
土砂は海底の最も深い場所に集まる
ため

2. 粒が小さいほど重いため、河口付
近に最も早く沈みやすいため

3. 粒が小さいほど水に浮遊しやすく
、流速が遅くなっても遠くまで運ば
れるため

4. 粒が大きいほど水に浮きやすく、
波の力で沖まで運ばれるため

問8 ミョウバンを溶かした水溶液をお湯の中に入れてゆっくりと冷やしたときの結晶の様子は、岩石の形成過程においてどのような現象を説明して
いますか。最も適切な説明を選びなさい。 （2020年 岩手県公立入試 類似）

1. 大きな多角形の結晶が隙間なく組
み合わさって成長しており、深成岩
が形成される様子を表している

2. 大きな多角形の結晶が隙間なく組
み合わさって成長しており、火山岩
が形成される様子を表している

3. 小さな粒がまばらに生成されてお
り、深成岩が形成される様子を表し
ている

4. 小さな粒がまばらに生成されてお
り、火山岩が形成される様子を表し
ている

問9 地震が発生してから、テレビや携帯電話に緊急地震速報が届くまでの情報伝達の仕組みとして、適切な手順はどれか。 （2019年 佐賀県公立入試 類似）

1. 主要動（大きな揺れ）が地表のす
べて地点に到達し、被害が確認され
た後に、記録として気象庁からデー
タが配信される。

2. 震源から発生する音を地表の特殊
なマイクが拾い、自治体ごとに集計
したあとで、数分かけて手動で通知
される。

3. 各地の地震計が初期微動を観測し
、そのデータが気象庁へ送信・解析
された後、速報として各端末へ通知
される。

4. 地震の発生を人工衛星が宇宙から
直接感知し、気象庁を経由せずに各
個人の携帯電話へ直接電波が送信さ
れる。

問10 深成岩において、大きな結晶が隙間なく並んでいる組織が形成される理由として、最も適切な説明はどれですか。 （2014年 山口県公立入試 類似）

1. マグマが地下深くで高い圧力を受
けながらゆっくりと冷えたため、鉱
物の結晶が大きく成長できたから。

2. マグマが地表付近で急激に冷やさ
れたため、大きな結晶が成長する時
間がなかったから。

3. 火山灰や軽石が地表に降り積もり
、長い年月をかけて押し固められた
から。

4. 流水の働きによって運ばれた土砂
が、粒の大きさごとに分かれて堆積
したから。

問11 ルーペを使って観察を行うとき、ルーペと目の位置関係について述べたものとして正しいものはどれですか。 （2025年 京都府公立入試 類似）

1. 広い視野を確保するため、ルーペ
をできるだけ目に近づけて持つ

2. レンズの倍率を上げるため、ルー
ペをできるだけ目から離して持つ

3. 目を保護するため、ルーペと目の
間を30cm以上離して持つ

4. ピントを合わせやすくするため、
ルーペを目と対象物の中間地点に置
く

問12 火山の形や噴火のようすを決定づける要因について、マグマの粘りけが「強い」場合に見られる特徴を説明したものとして、最も適切なものを
選びなさい。 （2019年 埼玉県公立入試 類似）

1. 溶岩が冷えて固まった岩石の色は
黒っぽく、火山の形は傾斜のゆるや
かな形になる。

2. 溶岩が冷えて固まった岩石の色は
黒っぽく、火山の形は盛り上がった
形になる。

3. 溶岩が冷えて固まった岩石の色は
白っぽく、火山の形は盛り上がった
形になる。

4. 溶岩が冷えて固まった岩石の色は
白っぽく、火山の形は傾斜のゆるや
かな形になる。

問13 ある地域の地層を調査したところ、水平に積み重なっていたはずの地層が大きく波打ち、さらに一部では地層が途切れて上下に数メートルずれ
ている様子が観察されました。このような地層の変形をもたらす主な要因として最も適切な説明はどれですか。 （2023年 岡山県公立入試 類似）

1. 火山灰が激しく降り積もったこと
による重圧

2. 長い年月をかけた流水による侵食
作用

3. プレートの運動などに伴う大規模
な地殻変動

4. 気温の変化による岩石の熱膨張と
収縮

問14 地震が発生した際、震源に近い場所にある地震計が先に到達する波を検知し、大きな揺れが来る数秒から数十秒前に各地へ通知する仕組みを何
といいますか。 （2026年 三重県公立入試 類似）

1. 震度速報 2. 緊急地震速報 3. 大津波警報 4. 地震予知アラート
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答え合わせ・解説
問1 答え 2

S波
地震の波には、伝わる速さが速く最初のかすかなゆれをもたらすP波と、P波より遅れて届き、
主要動と呼ばれる大きなゆれをもたらすS波があります。地震のゆれの周期や到達順序を理解
する上で、S波が主要動の原因であることを把握しておく必要があります。

問2 答え 1
水深が徐々に浅くなった

堆積物の粒径は、一般に流速が速く海岸に近い場所ほど大きく、流速が遅く沖合に行くほど小
さくなります。下の層から上の層に向かって粒径が大きくなる変化は、その地点の環境が「深
い海（沖合）」から「浅い海（海岸付近）」へと変化したこと、つまり水深が浅くなったこと
を示しています。

問3 答え 2
マグマが非常に高温な状態で冷え固まって形
成されるため。

花こう岩は火成岩の一種であり、地下深くでマグマが冷却・固化して形成されます。堆積岩の
ように生物の死骸が地層の中に積み重なっていくプロセスを経ていないため、一般的に化石が
含まれることはありません。選択肢にある「生物の死骸が押し固められる」や「砂や泥が固ま
る」といった過程は堆積岩の形成に関する記述です。

問4 答え 2
X：風化、Y：流水、Z：侵食

岩石が物理的・化学的に脆くなる現象を風化、その脆くなった部分を流水が削り去る現象を侵
食と呼びます。この2つの作用が連続して起こることで、上流域ではV字谷のような深い谷が
形成されます。堆積は運ばれた土砂が積もる現象であり、隆起は地盤が持ち上がる現象を指す
ため、削り取る過程には該当しません。

問5 答え 4
あたたかくて浅い、きれいな海

サンゴは現代でも「あたたかくて浅い、きれいな海」にのみ生息しています。このように、生
息環境が限られている生物の化石が見つかることで、その地層が堆積した当時の環境を特定す
ることができます。他には「アサリ」の化石からは「浅い海や河口付近」であることが推定さ
れます。

問6 答え 3
示相化石

特定の環境（水深、水温、塩分濃度など）にのみ生息する生物の化石が見つかると、その地層
が堆積した当時の環境を知ることができます。これを示相化石と呼び、地層が堆積した年代を
特定するための「示準化石」と区別して覚える必要があります。

問7 答え 3
粒が小さいほど水に浮遊しやすく、流速が遅
くなっても遠くまで運ばれるため

流水が海に流れ込むと、流速が落ちるにつれて運搬力が弱まります。重い「れき」や「砂」は
早い段階で沈みますが、粒の大きさが極めて小さい「泥」は、わずかな水の動きでも沈まずに
運ばれ続けるため、最終的に最も流れの影響が少ない河口から遠い深い海底に到達して堆積し
ます。

問8 答え 1
大きな多角形の結晶が隙間なく組み合わさっ
て成長しており、深成岩が形成される様子を
表している

物質が液体から固体に変化する際、ゆっくりと温度が下がる（徐冷）と、結晶が成長するため
の時間が十分に確保されるため、大きく規則正しい結晶が形成されます。これは地下深くでマ
グマがゆっくり冷えて固まる深成岩の組織（等粒状組織）ができる原理と同じです。逆に、氷
水などで急冷すると、結晶が成長する時間がなく、小さな粒状の組織になります。

問9 答え 3
各地の地震計が初期微動を観測し、そのデー
タが気象庁へ送信・解析された後、速報とし
て各端末へ通知される。

地震が発生すると、まず各地に設置された地震計が揺れ（特に伝わりの早い初期微動）を感知
する。この観測データは即座にネットワークを通じて気象庁へ送信され、震源や規模が推定さ
れる。その後、大きな揺れが予想される地域に対して、テレビ、ラジオ、携帯電話などの通信
網を介して迅速に緊急地震速報が配信される仕組みになっている。

問1
0

答え 1
マグマが地下深くで高い圧力を受けながらゆ
っくりと冷えたため、鉱物の結晶が大きく成
長できたから。

火成岩の組織は、マグマが冷え固まる場所と時間に依存します。地下深くでは温度変化が緩や
かなため、鉱物が結晶として成長するのに十分な時間が確保されます。これにより、等粒状組
織を構成する大きな結晶が形成されます。対照的に、地表付近で急冷された場合は結晶が成長
しきれず、細かい粒の集まりである斑状組織になります。

問1
1

答え 1
広い視野を確保するため、ルーペをできるだ
け目に近づけて持つ

ルーペを使用する際の基本は、ルーペを目のすぐ近くに固定することです。これにより、レン
ズを通した視野を最大限に広く取ることができ、対象物の詳細を観察しやすくなります。目か
ら離して持つと見える範囲が極端に狭くなるため、適切な観察方法とは言えません。

問1
2

答え 3
溶岩が冷えて固まった岩石の色は白っぽく、
火山の形は盛り上がった形になる。

マグマの粘りけが強いと、火山ガスが抜けにくいため爆発的な噴火が起こりやすくなります。
また、粘りけが強いために溶岩は高く盛り上がった地形（溶岩ドームなど）を作り、成分の違
いから火山灰や岩石の色は白っぽくなります。反対に、粘りけが弱いと溶岩は薄く広く広がり
、色は黒っぽくなります。

問1
3

答え 3
プレートの運動などに伴う大規模な地殻変動

地層が波打つように曲がる「しゅう曲」や、地層が切れてずれる「断層」は、いずれもプレー
トの移動などに伴う巨大な力が地層にはたらくことで生じる地殻変動の結果です。これらは、
単なる気象現象や堆積の重みではなく、地球内部のダイナミックな動きによって引き起こされ
ます。

問1
4

答え 2
緊急地震速報

地震の波には、速くて揺れの小さいＰ波（初期微動）と、遅くて揺れの大きいＳ波（主要動）
があります。震源の近くでＰ波を素早く検知し、電気信号として各地に伝えることで、大きな
被害をもたらすＳ波が到達する前に警戒を呼びかける仕組みを緊急地震速報と呼びます。


